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1．現行の下水道コンセッションガイドラインの全体について
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○ 現行の下水道コンセッションガイドラインは全部で４つの章で構成されている。
○ 本検討会では、第2章及び第3章の取扱いについてご審議いただきたい。

１章

関連法令等の整理
各法令・ガイドライ
ン等を整理し、位
置づけを明示

ガイドラインの対象
すべての下水道管
理者を対象
民間事業者が参
考とすることも想定

総 論

２章

手法の分類・選択
PPP/PFI手法の全体像・
実施状況
適切な手法選択の流れ

意義（期待）と課題
管理者（自治体）と民
間事業者の視点
自治体規模別の視点

現状・意義・課題の整理

３章

コンセッション導入に向けた道筋
コンセッションのメリット、実施に
向けたステップを流れに沿って
整理

各段階における基本的な考え方
検討・準備段階～終了時まで
の各段階における検討課題・
考え方を整理

事業実施に関する解説

４章

更なる収益向上・効
率化に向けた取組
収益施設の併設・
公的不動産の有効
活用等の紹介

その他（附帯事業等）
＝ガイドラインの位置づけ ＝導入可能性に向けた検討 ＝事業実施に向けた手順・論点 ＝収益向上・効率化の取組

＜現行の下水道コンセッションガイドラインの各章の概要＞

本検討会での検討対象



2．現行第2章の取扱いについて
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○ 官民連携を実施したい自治体がまず初めに読む資料として、「下水道事業におけるPPP/PFI手法選択のための
ガイドライン」（以下、「手法選択ガイドライン」）を位置付けることを想定している。

○ 現状の下水道コンセッションガイドラインの第2章の内容は、「下水道事業におけるPPP/PFI手法選択のためのガイ
ドライン」と内容が重複している。

○ 来年度に上記「手法選択ガイドライン」の改定を想定していることから、「手法選択ガイドライン」を充実させることに
よって、現行の下水道コンセッションガイドラインの第2章に代替することとしてはどうか。

＜現行の下水道コンセッションガイドライン第2章の概要＞ ＜手法選択ガイドラインの概要＞



3．第3章の項目の再構成 1/3
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○現状の下水道コンセッションガイドライン第3章の構成は、自治体が実施する手続きと検討論点につい
て一体的に記載されており、検討をする場合に読みにくさを指摘する声があったところ。

○今回の改定において第3章の構成を次頁のとおり変更し、実施手順と検討事項を分離した上で、相
互の繋がりがわかりやすくするとともに、各ステップフェーズと対象手続の関係を明確化してはどうか。

＜現行の下水道コンセッションガイドライン第3章の構成＞
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*色分けは次頁との比較の便宜で付している

凡例
：導入・実施手順に関する事項
：検討事項



要求水準書の作成

検討準備フェーズ
公募準備フェーズ
公募フェーズ

事業遂行フェーズ

・各フェーズで行う手続き
・各フェーズで作成するドキュメント
・手続きやドキュメントを作成するための検討項目
・検討を行うために必要な情報

３．４

３．５

３．６

３．８

３．９

情報整備等（事業情報整備、MS）

実施方針に関する事項

特定事業の選定・公表

運営権者選定にあたっての審査及び契約

基本協定、運営権実施契約、直接協定

３．１４ 事業終了

手続の
検討

索引
目次

３．３

３．７

３．１０

３．１１

３．１２

事業スキームの検討（事業スキームの検討、運営権者の性質等）

業務範囲（業務範囲、事業期間）

事業スキーム

財務・会計等（使用料、利用料、運営権対価、リスク分担等）

３．１３ 事業実施

中身の
検討

○○の検討内容は、▲ページ参照のように誘導する
必須項目とオプション（合流の場合、分流の場合等）を区別する

現行で分散されている内容を、項目ごとに集約する
（事前検討＋実施中の留意点等をまとめる）

手続きの方法論、ドキュメントの記載事項等
（記載事項の中身について誘導する）

3．第3章の項目の再構成 2/3
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＜下水道コンセッションガイドライン第3章の構成変更案とそのポイント＞
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4*項目における本文の調整にあたっては、読みやすさに配慮して本体部分と脚注を分けて表現する等の対応を予定している



要求水準書の作成

5

検討準備 公募準備 公募 事業遂行

３．４

３．５

３．６

３．８

３．９

情報整備等（事業情報整備、MS）

実施方針に関する事項

特定事業の選定・公表

運営権者選定にあたっての審査及び契約

基本協定、運営権実施契約、直接協定

３．１４ 事業終了

３．３

３．７

３．１０

３．１１

３．１２

事業スキームの検討

業務範囲（業務範囲、事業期間）

事業スキーム

財務・会計等（リスク分担等）

３．１３ 事業実施

3．第3章の項目の再構成 3/3
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＜ステップと導入・実施手順及び導入における検討事項の配置イメージ＞

ステップ

凡例
○ ：主要な検討 △ ：概要又は詳細を検討

新規追加


